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旭化成株式会社F E AT U R E

ＩＰＩＰランドスケープのススメランドスケープのススメ

IPで拓く企業の未来

新時代に挑む知財戦略新時代に挑む知財戦略特集  1

特集  2

中国電力株式会社
F E AT U R E

ひら

WEB版は
コチラ

ピクシーダストテクノロジーズ株式会社

知財戦略
どうやって取り組んでるの？

「特許庁の新しい
  ミッション・ビジョン・バリューズ」

知財レポマンガ

（マンガ：柏原昇店）
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社
会
は
急
激
な
変
化
の
只
中
に
あ
る
。

A
I
・
I
o
T
を
は
じ
め
と
し
た
デ
ジ
タ
ル

革
新
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
投
資
分
野
で
も

注
目
さ
れ
る
E
S
G︵
環
境
、
社
会
、
ガ
バ
ナ

ン
ス
︶な
ど
、
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
や
社
会

的
な
要
請
は
変
容
を
迎
え
て
い
る
。
加
え
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

が
契
機
と
な
っ
て
出
現
し
た
、
新
た
な
ニ
ー

ズ
や
社
会
課
題
も
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

　

企
業
は
い
ま
、
こ
う
し
た
潮
流
の
中
で
、

将
来
に
向
け
て
適
切
に
舵か

じ

を
き
る
た
め
の
多

面
的
な
ま
な
ざ
し
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

解
決
に
導
く
力
が
試
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
の

た
め
に
必
要
な
の
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に﹁
企

業
自
身
が
成
長
し
て
い
く
こ
と
﹂。
そ
こ
で

鍵
に
な
る
の
が
、
知
財
で
あ
り
、
Ｉ
Ｐ
ラ
ン

ド
ス
ケ
ー
プ
だ
。
従
来
の
守
り
の
た
め
の
知

財
情
報
の
活
用
と
は
異
な
り
、
Ｉ
Ｐ
Ｌ
は
自

社
・
他
社
の
知
財
を
主
な
情
報
源
と
し
て
、

そ
れ
を
マ
ッ
プ
に
し
解
析
す
る
こ
と
で
、
新

規
事
業
の
創
出
や
企
業
経
営
に
役
立
て
て
い

く
、
い
わ
ば﹁
攻
め
の
情
報
活
用
﹂。

　

今
回
は
、
そ
う
し
た
新
時
代
を
切
り
開
く

た
め
の
知
財
情
報
活
用
・
Ｉ
Ｐ
Ｌ
に
つ
い
て
、

国
内
企
業
の
中
で
先
進
的
に
Ｉ
Ｐ
Ｌ
を
活
用

し
、
Ｉ
Ｐ
Ｌ
推
進
協
議
会
代
表
幹
事
も
務
め

る
旭
化
成
に
フ
ォ
ー
カ
ス
。
Ｉ
Ｐ
Ｌ
活
用
の

コ
ツ
を
は
じ
め
、
企
業
経
営
と
密
接
に
リ
ン

ク
し
た
旭
化
成
の
知
財
情
報
活
用
の
取
組
を

知
的
財
産
部
長
の
中
村
氏
に
聞
い
た
。

激
動
の
時
代
を
切
り
開
く

攻
め
の
知
財
情
報
活
用

ＩＰランド
 スケープのススメ

2017年7月、経済紙によって国内企業向けに大々的にその概念が紹介されて以降、注目を集める
「IPランドスケープ（以下IPL）」。いまIPLが必要な理由や、IPLを実施する際のコツなど、意外と知らなかった
IPLの実態を紹介するとともに、先進的にIPLを活用してきた旭化成株式会社の取組を特集。その重要性に迫ります。

自社の経営・事業戦略を定める際に、
経営・事業情報に知財情報を取り込ん
だ分析を実施。その結果（現状の俯瞰、
将来の展望など）を経営者・事業責任
者と共有し、結果に対するフィード 
バックを受けたり、立案検討のための
議論や協議を行ったりすること。

What’s 
ＩＰランドスケープ

What's "IP landscape"?

新時代に挑む知財戦略
特集  1
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SPECIAL 01

SPECIAL 01

Q U E S T I O N

IPランドスケープ推進協議会代表幹事
旭化成株式会社　研究・開発本部 理事・知的財産部長  

中村 栄氏

教えてくれたのは

IPランド
スケープ
5つの疑問

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ
も
採
用

し
た
い
が
世
界
的
に
は
ど
う
？

βチームがうまくやっていますね。
監督に紹介した選手Bと合わせた事例もあります。

フォーメーションⅡも使えるようにしよう。Bという新しい選手も取るかも。

ど
ち
ら
で
も
A
を
生
か
す
方
法
を
探
り
つ

つ
、
ス
カ
ウ
ト
班
か
ら
の
情
報
を
基
に
B

が
加
入
し
た
場
合
も
検
討
し
ま
す
。

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ
も
使
え

る
よ
う
に
し
よ
う
。
B
と
い

う
新
し
い
選
手
も
取
る
か
も
。

フォーメーションⅡもトレンド
ですね。ちょうど活躍できそ
うな選手Bがαチームにいます。

C O A C H

M A N A G E R

S C O U T

ウチのチームの基本フォーメー
ション（≒経営戦略）はⅠだが 
フォーメーションⅡも戦略とし
て活用してはどうだろう

監督　　経営者

世界のチーム戦術を常に追い
かけるからトレンドが見えるな

スカウト班　  知財部
ウチにいる選手A（特許）を生
かした戦術を考えよう

コーチ陣　  事業部

コロナ禍をはじめ、サステナビリティやESG（環境、社会、ガバナンス）の推進
など、昨今の社会変化に対応していくためには、多面的な視点から経営戦略を策
定することが不可欠で、そこには、攻めの知財情報活用であるIPLが有効です。
加えて、今年6月に改訂された、コーポレートガバナンス・コードに初めて 
「知的財産」という言葉が入ったことも重要です。これにより、自社の経営課題に
対して知財がどう貢献しているのかということを適切に開示する必要が出てくる
ため、各企業でIPLが推進される大きなきっかけになると思います。

Q 1 なぜいまＩＰＬが必要なの？

特許庁が今年公表した「経営戦略に資する知財情報分析・
活用に関する調査研究報告書」※1では国内企業等の1,515
者に対してアンケート調査を行い、IPLを実施しその結果
を経営層等に共有できていると答えた人は10%ほどでした。
一方で、約80%がIPLは必要と答えており、「必要性は分
かっているが、なかなか実施に至らない」という企業が多
い実態が分かります。

Q 2 どれくらいの企業が
ＩＰＬに取り組んでいるの？

経営層を説得して、IPLに対して理解を得るということが
第一です。IPLに向けた予算の確保や体制強化はもちろん、
IPLに対する意識をトップダウンで組織全体に共有するこ
とができます。その前段として、経営層の理解を得るため
には「トップのニーズにかなった情報（自社におけるIPLの
重要性）を伝える」ことをぜひ意識してみてください。

ＩＰＬを実施するための
コツは？Q 3

特許の出願や権利化に向けた手続きをこなしていく従来の
知財部門では緻密な検討力を求められますが、一方でIPL
を実施する人材には事業全体を俯瞰して見る能力、知財の
解析力が要求されます。また、そこで核となるスキルは「シ
ナリオ構築力」だと考えます。ある事業に対して解析を行
って、事業課題に対する戦略的な提案を行うわけですが、
その過程において、仮説検証という形で課題から解決に至
るシナリオを組めることが大切です。それらのスキルを得
るためには、知財部と事業部間の人事ローテーションとい
った工夫も考えられますね。

Q 4 ＩＰＬを実施するために
最適な人材は？

協議会は33社の会員企業で構成されており、IPLの推進によって会員企業の事業
競争力の強化・企業価値の向上に加え、日本の持続的な社会発展を促し、広く公
益に寄与することを目的としています。企業によって、IPLの理解度は各社バラ
ツキがあるのが現状です。そうした状況を受けて、協議会では会員の議論を通し
てIPLの目指すビジョンを明確にすることから始めています。

Q 5 IPL推進協議会の目的や
活動内容は？

とっきょ
編集部
オリジナル IPLに関わる経営者、事業部、知財部の3者をサッカークラブに置き換えてみました！

自チーム（自社）の価値や力を上げるために、世界の戦術トレンド（競合企業の傾向など）をリサーチし、
個性豊かな選手（特許、意匠、商標などの知財）をどう生かすか3者間で協議する流れを図式化しました。

IPLをサッカーチームマネジメントで
　　   　考察してみた!勝手に

プロフィールは次ページへ

※1 https://www.jpo.go.jp/support/general/chizai-jobobunseki-report.html
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乗
り
越
え
て
企
業
が
少
し
ず
つ
元
気
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
当
時
の
弊
社
Ｃ
Ｔ

Ｏ
が
知
財
の
見
え
る
化
を
志
向
し
て
い

た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、﹁
特
許
情
報

を
視
覚
化
す
る
こ
と
で
事
業
に
貢
献
し

た
い
﹂と
プ
レ
ゼ
ン
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
際
に
持
っ
て
行
っ
た

の
が
、
自
社
の
特
許
情
報
を
視
覚
化
し

た
パ
テ
ン
ト
マ
ッ
プ
で
す︵
P
5
上
段

参
照
︶。
水
色
の
点
が
旭
化
成
の
特
許

で
、
点
の
距
離
が
特
許
の
内
容
の
近
し

さ
を
表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
点
が
集
ま

っ
て
い
る
領
域
が
旭
化
成
が
強
化
し
て

い
る
領
域
、
コ
ア
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
見
た
Ｃ
Ｔ
Ｏ

が
す
ご
く
感
心
し
て
く
れ
た
ん
で
す
ね
。

﹁
面
白
い
。
当
社
の
コ
ア
・
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
シ
ナ
ジ
ー
に
よ
り
新
た
な
事
業

が
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

ぜ
ひ
経
営
層
に
啓
発
し
て
回
っ
て
ほ
し

い
﹂と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
２
０

１
６
年
の
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
役
員
会
議
、
事
業
本
部
会

議
、
事
業
部
会
議
と
い
う
順
に
事
例
を

持
っ
て
Ｉ
Ｐ
Ｌ
の
必
要
性
を
説
い
て
い

き
、
２
０
１
８
年
に
は
専
任
の
知
財
戦

略
組
織
が
で
き
ま
し
た
。
な
の
で
弊
社

の
場
合
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
Ｉ
Ｐ
Ｌ
の

浸
透
が
実
現
し
た
ん
で
す
。
ま
た
、
会

社
の
中
期
計
画
に﹁
Ｉ
Ｐ
Ｌ
﹂と
い
う
言

葉
が
入
っ
た
こ
と
も
大
き
な
意
味
が
あ

り
ま
し
た
。﹁
事
業
判
断
等
に
知
財
を

戦
略
的
に
活
用
し
て
世
界
に
新
し
い
価

値
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
﹂と
い
う
こ

と
を
社
長
自
ら
の
言
葉
で
語
る
の
は
と

て
も
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

　

も
ち
ろ
ん
会
社
に
よ
っ
て
風
土
が
違

う
の
で
一
概
に
Ｉ
Ｐ
Ｌ
の
浸
透
に
こ
の

方
法
が
い
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
経

営
の
ト
ッ
プ
に
Ｉ
Ｐ
Ｌ
を
理
解
さ
せ
る

こ
と
、
そ
し
て
そ
こ
を
巻
き
込
む
た
め

の
仕
掛
け
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

弊
社
で
は
Ｉ
Ｐ
Ｌ
に
類
似
し
た
活
動

を
２
０
０
０
年
ご
ろ
か
ら
行
っ
て
い
ま

し
た
。
た
だ
当
時
は
、
研
究
の
方
向
性

を
見
極
め
る
た
め
に
競
合
の
特
許
情
報

を
分
析
す
る
程
度
で
、
社
内
で
は
あ
ま

り
重
要
視
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
時

代
の
せ
い
と
い
う
よ
り
は
、
私
自
身
の

分
析
ス
キ
ル
が
未
熟
で
あ
っ
た
た
め
に

知
財
情
報
の
戦
略
的
活
用
の
必
要
性
を

伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
理
由
の
一

つ
だ
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、
自
分
が

目
指
す
方
向
自
体
に
は
間
違
い
が
な
い

と
考
え
て
い
た
の
で
、
社
外
に
出
て
10

年
以
上
ス
キ
ル
を
磨
い
て
い
ま
し
た
。

ス
キ
ル
に
自
信
が
つ
い
て
き
た
の
と

同
時
期
に
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を

経
営
層
を
巻
き
込
み

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
浸
透
さ
せ
る

企業経営を左右する
IPランドスケープの重要性

20年超の取組が実証

旭化成株式会社F E AT U R E

お話を聞いたのは

旭化成におけるIPLの3つの目的

旭化成株式会社
研究・開発本部
理事・知的財産部長

中
なか

村
むら

栄
さかえ

 氏
1985年旭化成入社、89年知的財産
部へ異動、98年全社調査機能 技術情
報グループ設立に伴い、同グループ
に異動。2018年4月知財戦略室長、
同年10月から現職。20年10月にシ
ニアフェローに就任。

IPランドスケープ推進協議会の代表幹事を務める
旭化成株式会社では、どのようにIPLが推進され、
活用されてきたのでしょうか。同社の知財活動の
旗振り役として活躍してこられた中村氏に
推進協議会の近況と併せて語ってもらいました。

所在地／東京都千代田区有楽町一丁目1番2号 日比谷三井タワー
TEL／03-6699-3000　　URL／https://www.asahi-kasei.com/　　設立年／1931年　
業種／化学（ケミカル事業、繊維事業、エレクトロニクス事業、住宅事業、建材事業、
医薬事業、医療事業）　　従業員数／44,497人

日本有数の総合化学メーカー。マテリアル、住宅、ヘ
ルスケアの3つの領域で、繊維、電子部品、医薬・医
療機器など多彩な事業を展開する。IPランドスケープ
を事業戦略の策定に活用し、中期経営計画の柱に据え
るなど、国内でも先進的な知財活動に取り組んでいる。

旭化成株式会社
P R O F I L E

事業を
優位に
導くために

◆徹底した競合との情報比較分析
　（特許、ビジネス）→当社コア価値の獲得
◆コア価値を高める事業／
知財戦略の構築・遂行

1
事
業
企
画

新事業創出
のために

◆コア価値を活用した新事業創出の
ための新たなアイデアの創出

2
開
発
部
署

事業判断の
ために

◆M&A判断材料の提供
◆M&A後のシナジー確認

3
経
営
企
画

コア価値

事業競争力の中枢となる技術、事業プラットフォーム
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現
在
、
弊
社
で
は
Ｉ
Ｐ
Ｌ
を
主
に
３

つ
の
目
的
で
活
用
し
て
い
ま
す
。
ま
ず

一
番
注
力
し
て
い
る
の
が
現
行
事
業
の

強
化
。
次
に
新
規
事
業
創
出
で
、
最
近

は
こ
こ
に
重
心
が
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。
最
後
が
Ｍ
＆
Ａ
の
候
補
先
の
調

査
な
ど
で
す
。

　

最
近
の
活
用
事
例
と
し
て
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
取
組
が
あ
り
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
は
弊
社
に
も
大
き
な
マ
イ
ナ
ス

の
影
響
を
与
え
ま
し
た
が
、
逆
に
そ
こ

に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
な
い
か
模
索

し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
元
々
弊
社

が
買
収
し
た
会
社
が
水
の
殺
菌
に
使
う

深
紫
外
線
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
扱
っ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
を
表
面
殺
菌
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア

ッ
プ
し
て
感
染
症
対
策
に
役
立
て
ら
れ

な
い
か
考
え
た
ん
で
す
。
そ
こ
で
ま
ず

表
面
殺
菌
に
つ
い
て
の
特
許
マ
ッ
プ
を

作
っ
た
と
こ
ろ
、
競
合
他
社
は
ま
だ
そ

こ
に
目
を
向
け
て
い
な
い
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
次
に
そ
の
市
場
に
入
っ
て

い
く
の
に
一
緒
に
組
め
る
照
明
会
社
を

探
す
た
め
、
照
明
業
界
の
企
業
群
を
特

許
マ
ッ
プ
で
確
認
し
、
シ
ナ
ジ
ー
効
果

を
見
込
め
る
会
社
を
見
出
し
た
ん
で
す
。

　

一
方
で
ビ
ジ
ネ
ス
状
況
が
大
き
く

変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
も
備
え
て
い
ま

す
。
弊
社
で
は
Ｉ
Ｐ
Ｌ
を
使
っ
て
ど

ん
な
価
値
を
創
造
で
き
る
か
考
え
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
２
０
１
９
年
か
ら

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の﹁
I
P
L
 d
e
 

C
o
n
n
e
c
t
﹂に
は
高
度
専
門
職

と
企
画
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
メ
ン
バ

ー
が
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
２

０
３
０
年
に
向
け
て
何
が
で
き
る
か
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
重
ね
ま
し
た
。
こ

こ
で
洞
察
の
材
料
と
し
て
世
界
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
牽け

ん

引
す
る
G
A
F
A
の

特
許
解
析
デ
ー
タ
や
自
社
の
特
許
マ
ッ

プ
を
提
供
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
気

付
き
の
連
鎖
が
起
き
て
、
２
０
３
０
年

の
世
界
に
貢
献
す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア

が
１
４
０
も
出
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら

は
全
社
に
共
有
し
て
お
り
、
各
現
場
で

新
事
業
を
創
る
た
め
に
役
立
つ
は
ず
で
す
。

　

社
内
で
Ｉ
Ｐ
Ｌ
を
実
施
す
る
う
ち
に
特

許
庁
か
ら
声
が
か
か
り
、
２
０
２
０
年 

１
月
に
グ
ロ
ー
バ
ル
知
財
戦
略
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
登
壇

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
同
年
12

月
に
わ
れ
わ
れ
と
同
じ
く
Ｉ
Ｐ
Ｌ
を
積

極
的
に
実
施
し
て
い
る
９
社
が
発
起
人

に
な
っ
て
Ｉ
Ｐ
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
推
進

協
議
会
を
設
立
し
、
弊
社
も
代
表
幹
事

の
一
社
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
２
カ
月
に
一
度
会
員
が

集
ま
っ
て
、
各
社
、
そ
し
て
日
本
で
Ｉ

Ｐ
Ｌ
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
議
論
を
す

る
こ
と
。先
日
は
、今
年
6
月
の
改
訂
で
、

知
財
情
報
の
開
示
に
関
す
る
内
容
が
追

コ
ロ
ナ
禍
で
も
Ｉ
Ｐ
Ｌ
を
活
用
し

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
創
出

中
小
企
業
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
も

推
進
協
議
会
へ
の
参
加
を

加
さ
れ
た
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・

コ
ー
ド
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

　
※2

Ｉ
Ｐ
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
推
進
協
議

会
は
現
在
33
社
が
参
加
し
て
い
ま
す

が
、
大
企
業
が
中
心
で
中
小
企
業
は
多

く
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
協
議
会
と
し
て

は
中
小
企
業
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
企

業
に
も
ぜ
ひ
入
会
し
て
ほ
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
そ
う
し
た

企
業
の﹁
Ｉ
Ｐ
Ｌ
を
導
入
し
た
い
け
ど

コ
ス
ト
の
面
で
難
し
い
﹂と
い
う
声
を

よ
く
聞
く
ん
で
す
。
日
本
が
今
後
、
知

財
の
力
で
世
界
と
戦
っ
て
い
く
に
は
、

特
許
庁
と
共
に
こ
う
し
た
声
に
応
え
て

い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
中
小
企
業

や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
も
ぜ
ひ
協
議
会
に

参
加
い
た
だ
き
、
ど
う
い
っ
た
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
が
必
要
か
教
え
て
い
た
だ
け
る

と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

SPECIAL 01

SPECIAL 01

気付きの
連鎖

IPL（知財解析）の提供

旭化成のコア・テクノロジーを可視化した
パテントマップ。テキストマイニング手法
を用いて自社の特許情報をマップ化した

マーケティング

高度専門職
（素材・システム）

企画

大量の文字情報を自然言語処理などで分析
し、有用な情報を抽出する技術のこと。知財
領域ではテキストマイニングを用いて特許情
報を解析し、自社・他社の保有する特許を比
較したマップ作りなどに役立てられている。

GAFAとは
アメリカ合衆国の世界的なIT企業である、
Google、Amazon、Facebook、Appleの4社
を指した言葉。「ガーファ」と読む。なお本国
アメリカでは「Big Tech」という呼び方が浸透
している。

テキスト
マイニング手法とは

コーポレート
ガバナンス・コードとは

上場企業が守るべき企業統治の指針・ガイド
ラインのこと。東京証券取引所と金融庁が制
定し、2015年6月から上場企業に適用した。
企業の持続的な成長と企業価値の向上を通し
て、経済全体の発展へとつなげることが目的。

用語解説

IPL de Connect 相関図

※2 IPランドスケープ推進協議会WEBサイト http://ip-edu.org/iplsuishin05



　

弊
社
で
は
、
３
つ
の
ス
テ
ー
ジ
を
設

定
し
て
知
財
戦
略
を
推
進
し
て
い
き
ま

し
た
。
ま
ず
量
的
拡
大
を
図
る
第
１
ス

テ
ー
ジ
で
は
経
営
陣
に
よ
る
知
財
戦
略

会
議
を
設
け
、
そ
こ
に
技
術
開
発
戦
略

会
議
も
内
包
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
技
術

系
の
参
加
者
に
、
技
術
開
発
に
は
必
ず

知
財
と
い
う
概
念
が
つ
い
て
回
る
こ
と

　

電
力
会
社
に
は
多
く
の
知
財
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
内
容
は
幅
広
く
、
停
電
箇

所
を
早
期
に
発
見
す
る
技
術
か
ら
海
水

を
扱
う
際
に
壁
面
に
貝
が
付
か
な
く
な

る
よ
う
な
技
術
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

ま
た
ひ
と
口
に
電
力
会
社

の
技
術
と
い
っ
て
も
、
北

日
本
の
会
社
は
雪
に
強

く
、
西
日
本
の
会
社
は
台

風
に
強
い
と
い
っ
た
地
域

差
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
電
力
小
売
部
分

自
由
化
や
海
外
企
業
に
よ

る
国
内
電
力
会
社
買
収
の

脅
威
が
あ
っ
た
１
９
９
０

年
代
後
半
当
時
、
知
財
の

重
要
性
を
含
め
新
規
事
業

に
つ
い
て
経
営
者
が
考
え

始
め
た
ば
か
り
の
弊
社
で

は
、
普
段
使
っ
て
い
る
技

術
で
特
許
を
取
れ
る
と
考

え
る
人
間
は
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
私
な
ん
て
、﹁
知

財
の
部
署
に
行
く
よ
う

に
﹂と
人
事
異
動
の
電
話

が
来
て
か
ら
し
ば
ら
く
は

﹁
資●

材●

の
部
署
に
行
く
ん

だ
﹂と
思
っ
て
い
ま
し
た

か
ら︵
笑
︶。
そ
れ
く
ら
い

﹁
知
財
﹂は
一
般
社
員
に
と

っ
て
縁
遠
い
言
葉
で
し
た
。

技
術
の
中
に
発
明
が
あ
る

こ
と
に
気
付
い
て
も
ら
っ
た

IPで拓
ひら

く企業の未来
特集  2

中国電力株式会社F E AT U R E

電力小売部分自由化を背景に、約20年前から知財戦略に積極的に取り組んできた中国電力。
現在は、地元企業との知財マッチング活動を通して、地域活性化に力を入れています。
事業推進の当事者である、知財部長・鹿嶋氏に話を伺いました。

中国電力株式会社

P R O F I L E

所在地／広島県広島市中区小町4-33
TEL／082-241-0211
URL／https://www.energia.co.jp/
設立年／1951年
業種／発電事業、小売電気事業 等
従業員数／5,022人

市場競争力の強化、企業価値の向上

知財戦略の段階的推進

［2002～2007年度］

◆ 経営における知財戦略の
位置付けの明確化（中期
経営計画への織り込み）
◆ 知財戦略推進体制の基盤
整備
◆ 特許出願の量的拡大

量的拡大

［2013年度～］

競争力強化および
事業戦略への貢献

現在のステージ

◆  事業戦略の構想段階に 
おける自社・他社特許分析
◆ 知財を活用した競争力 
強化の実現、成長事業の
育成・支援

［2008～2012年度］

質的向上

◆ より戦略的な権利取得・
活用の展開（特許網構築）
◆ 活動成果の経済価値評価
（定量評価）
◆  知財で担保される独自技術
の貢献度を社内外に発信
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SPECIAL 01

SPECIAL 02

っ
た
ケ
ー
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
反
省
も
踏
ま
え
、
の
ち
に
マ
ッ
チ

ン
グ
の
専
門
チ
ー
ム
を
作
り
ま
し
た
。

そ
れ
も
あ
っ
て
か
２
０
１
５
年
く
ら
い

か
ら
開
始
し
た
、
地
元
企
業
を
対
象
に

し
た
マ
ッ
チ
ン
グ
活
動
は
順
調
に
進
ん

で
い
ま
す
。

　

現
在
、
弊
社
の
知
財
部

門
に
所
属
す
る
の
は
17
人

と
決
し
て
多
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
こ
れ
ま
で

の
取
組
を
通
じ
て
知
財
部

門
以
外
の
各
組
織
に
も
知

見
を
持
つ
人
材
が
お
り
、

初
歩
的
な
セ
ミ
ナ
ー
を
毎

年
行
っ
て
全
社
的
に
知
財

に
対
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー

を
高
め
て
い
ま
す
。
ま

た
各
組
織
で
特
許
の
出

願
状
況
を
検
索
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た

り
、
発
明
者
が
あ
ま
り

手
間
を
か
け
ず
に
出
願

の
書
類
を
作
成
す
る
仕

組
み
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
経
験
や
仕

組
み
を
生
か
し
て
、
自

社
の
経
営
に
知
財
面
か

ら
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

社
員
の
声
も
掲
載
す
る
よ
う
に
な
っ
た

ん
で
す
。お
か
げ
で
社
内
は
も
ち
ろ
ん
、

社
外
に
も
弊
社
の
知
財
情
報
を
知
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
競
争
力
を
強
化
し
、
事
業
戦

略
に
貢
献
す
る
ス
テ
ー
ジ
に
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｐ
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ

を
推
進
し
て
い
る
他
社
の
動
き
も
勉
強

し
な
が
ら
、
引
き
続
き
こ
の
ス
テ
ー
ジ

の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
中
国
地
方
の
企
業
を
中
心

に
知
財
マ
ッ
チ
ン
グ
も
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
メ
ッ
シ
ュ
状
の
特

殊
な
電
極
で
水
を
電
気
分
解
す
る
こ
と

で
高
濃
度
の
水
素
水
を
作
る
弊
社
の
技

術
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
広
島
の
中
小

企
業
に
実
施
許
諾
し
、
現
在
は
累
計
１

億
円
以
上
を
売
り
上
げ
る
事
業
に
成
長

し
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
被
害
を

抑
え
る
た
め
に
開
発
し
た
装
置﹁
猪
ふ

ま
ず
﹂※3

は
、
当
社
グ
ル
ー
プ
会
社
へ

実
施
許
諾
し
、
製
品
化
。
高
く
評
価
を

頂
い
て
お
り
、
全
国
で
採
用
事
例
が
増

え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
動
き
は
、
元
々
は
東
日
本

大
震
災
の
復
興
支
援
と
し
て
東
北
の
企

業
に
対
し
て
無
償
で
特
許
の
実
施
許
諾

を
行
い
、
事
業
化
に
向
け
た
取
組
を
進

め
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
残
念
な
が

ら
そ
の
と
き
は
、
資
金
面
や
、
距
離
的

制
約
な
ど
が
原
因
で
、
事
業
化
ま
で
至

を
意
識
さ
せ
る
た
め
で
す
。
同
時
に
各

組
織
に
知
財
推
進
担
当
者
を
置
い
て
研

修
を
し
た
り
、
各
組
織
が
持
つ
技
術
を

特
許
に
出
願
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、

自
分
た
ち
の
技
術
の
な
か
に
発
明
が
あ

る
こ
と
に
気
付
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

次
の
段
階
で
は
、
特
許
を
ど
う
活
用

す
る
か
や
特
許
を
定
量
的
に
評
価
す
る

こ
と
に
よ
り
経
済
的
な
価
値
を
意
識
す

る
感
覚
を
植
え
付
け
る
よ
う
働
き
か
け

ま
し
た
。
ま
た
こ
の
時
期
か
ら
知
財
報

告
書
を
き
ち
ん
と
作
り
始
め
、
毎
年
テ

ー
マ
を
決
め
て
特
集
ペ
ー
ジ
を
作
り
、

地元企業とのコラボを通し、
地域の知財活動を牽

けん

引

中国電力の特許をもとに広島
の中小企業が製品化した家庭
用水素水生成装置

「猪ふまず」はひづめの間に
物が挟まることを忌避する
イノシシの習性を活用

エネルギア総合研究所は知財部門をはじめ、研
究・開発を担う技術部門や市場調査・分析を行
う経営部門を備えており、知財マッチング先と
のハブとして機能している

地
元
企
業
と
積
極
的
に
行
う

知
財
マ
ッ
チ
ン
グ

知
財
部
門
以
外
で
も

高
い
リ
テ
ラ
シ
ー
を
実
現

知財

連携先（地元企業など、行政・金融機関）

行政・
金融機関など 地元企業など

エネルギア
グループ

・特許実施許諾
・ノウハウ提供
・技術指導

・知的財産交流会
・マッチング調整
・製品化支援

・新製品開発
・新規事業進出
・技術高度化
・製品付加価値向上

支援

連携

エネルギア総合研究所
技術
部門

経営
部門

知財
部門

事業支援
グループ

中国電力株式会社
エネルギア総合研究所
知財部長

鹿
か し ま

嶋 慎
しんいちろう

一郎氏
1988年入社、岡山営業所配属。
2002年経営企画室海外事業担当へ
異動し、知財部の立ち上げに参画、
19年から現職。一般社団法人日本
知的財産協会常務理事、一般社団法
人広島県発明協会常務理事。

お話を聞いたのは

※3 「猪ふまず」は株式会社エネルギアL&Bパートナーズの登録商標です

知財マッチングとエネルギア総合研究所の役割

事業
本部B

グループ
企業A

グループ
企業B

エネルギアグループ・中国電力（株）

事業
本部A
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知
財
戦
略
に
積
極
的
に
取
り
組
む
企
業
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！

今
回
は
、「IP

 B
A

S
E

 A
W

A
R

D

」

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
部
門
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た

ピ
ク
シ
ー
ダ
ス
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ピ
ク
シ
ー
ダ
ス
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
株
式
会
社

ど
う
や
っ
て
取
り
組
ん
で
る
の
？

知
財
戦
略

知
財
戦
略

ビジネスモデルにおける知財の
重要性が高い場合、専門家の支
援は不可欠。弁理士に依頼する
なら、ビジネスモデルを理解し
てくれる弁理士を探すことが最
も重要です。

IP & Legal Teamリーダ
木本大介氏

右

次のフェーズとしては、
これまで積み上げてきた
特許出願を活かし、活用
方法に囚われることなく
事業の利益に繋げていき
たいと考えています。

IP & Legal Team
片山晴紀氏

左
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業種／半導体、 その他電子部品・製品　　従業員数／76人

IP BASE AWARDとは？
特許庁は、スタートアップに不可欠な知財戦略に関
する基礎知識や支援施策、イベントなどの最新情報
を集約したスタートアップ向け知財コミュニティ 
ポータルサイト “ I P BASE” を運営。I P BASE 
AWARDは、スタートアップにおける知財コミュニ
ティの活動を促進させるべく、スタートアップ部門、
知財専門家部門、エコシステム部門の各部門で、
知財全般に関して、先進性・注目度などの観点から
目覚ましい取組をした個人・組織を表彰する。

CEOは筑波大学准教授の落合陽一氏。先進 
インターフェース技術の孵卵器となり、その
連続的な社会実装を進める。リアルの現場や
Diversityある方々を新たな均衡点へ導くこと
（デジタルリバランス）により社会の課題を解
決するスタートアップ企業。
所在地／東京都千代田区神田三崎町2-20-5
　　　　住友不動産水道橋西口ビル 3階・4階

URL／https://pixiedusttech.com/ 　 設立年／2017年
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静岡県
知財総合支援窓口
近藤様より

浜松餃子が日本一にな
るように、技術的特徴
やブランドイメージが
際立つよう支援を行い
ました。「浜松餃子弁
当」のおいしさをぜひ
味わってみてください。

浜松商工会議所
影山様より

「浜松餃子弁当」は特
許＆商標の知的財産
権があることによっ
て、“やらまいかブラ
ンド”の一つとして自
信を持ってPRや紹介
ができています。

株式会社魚磯
磯口様より

知財があることで、“単
に商品を売る”だけで
はなく“弊社独自の考
え方”を知っていただ
けるので、事業の信頼
性と弊社への期待値向
上に役立っています。

　「駅の売店で売る、特徴的な商品が欲し
い」というお客さまの要望がきっかけで、
餃子のまち・浜松の地域振興を兼ねた「浜
松餃子弁当」の提案を行いました。パリパ
リ感のある餃子を求めて、時間が経っても
グニャッとしない餃子の製法技術を開発。
権利化に当たり、弁理士のサポートを受け
ながら、技術的特徴を整理することで特許

出願し、登録に至りました。「浜松餃子弁当」
に関しては、さらに、窓口担当者および 
ブランド専門家からパッケージデザインや
ブランド戦略についても
支援を得ながら、 
浜松餃子の認知度
アップに取り
組んでいます。

　経験豊富な窓口担当者が、まずはご相談者
さまのお話を通じて“経営”と“知的財産”の課
題を把握し、事業・知財戦略の策定助言や、
それらの戦略に合った知財活動の方向性をご
提案。専門性の高い課題などについては、 

弁理士・弁護士といった専門家やよろず支援
拠点をはじめとする関係支援機関と連携して、
効率的・網羅的に解決を図ります。相談は窓
口での対面相談に加え、訪問、電話、メール、
WEBでも受け付けています。

知財支援はINPITにおまかせ！
アイデア・出願・事業展開・海外展開 etc

0570 –082100 （平日 8:30 ～ 17:15）

※全国 47 都道府県に設置されたお近くの窓口におつなぎいたします

「時間が経ってもおいしい餃子」の
製法技術を権利化し、日本一に 貢献！　　　　  ［株式会社魚磯］

「知財総合支援窓口」はINPIT（インピット）が、47都道府県に設置している地域密着型の相談窓口です。
中小企業をはじめとした皆さまの経営課題解決に向け、技術・アイデアなど、“知財”の側面から支援を行っています。

（左）静岡県知財総合支援窓口 近藤様
（中央）株式会社魚磯 磯口様
（右）浜松商工会議所 影山様

株式会社魚磯
所在地／静岡県浜松市浜北区
　　　　新原2326-2
TEL／0120-852-400
URL／http://uoiso.jp/
設立年／1965年
業種／惣菜製造業
従業員数／15人

PROF IL E

知財総合支援窓口って？

インピット
無料で

アドバイス

支援概要

　「浜松餃子弁当」は、浜松商工会議所発の
地域ブランドである“やらまいかブランド”
に認定され、現在はJR浜松駅構内の売店2
店舗で販売しています。手軽に浜松餃子 

を楽しめる「餃子おむすび」や「カップ入り
餃子」も開発され、「浜松餃子弁当」と合わ
せて「餃子三兄弟」として展開しており、
今後の商品開発にも期待が高まります。

支援成果

INPIT知財総合支援窓口全国共通ナビダイヤル
TEL

https://chizai-portal.inpit.go.jp/

知財総合支援窓口知財ポータル

WEB

INPIT  REPORT  |  VOL .01  |

WEBサイトは
こちらから

INPITがお手伝いしました！
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学
生
時
代
、
資
格
取
得
系
の
予
備

校
で
技
術
系
の
公
務
員
試
験
を
目
指

す
人
た
ち
に
向
け
た
講
師
の
ア
ル
バ

イ
ト
を
し
た
こ
と
が
入
庁
の
き
っ
か

け
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
公
務
員

に
技
術
職
が
あ
る
こ
と
も
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
人
に
教
え
て
い
る
う

ち
に
技
術
と
法
律
の
両
方
を
深
め
て

い
け
る
特
許
庁
の
仕
事
に
魅
力
を
感

じ
ま
し
た
。

　

入
庁
後
は
、
多
く
の
技
術
分
野
で

審
査
経
験
を
積
み
つ
つ
、
審
査
基
準

室
や
法
規
班
、
大
学
へ
の
出
向
を
通

じ
て
法
規
系
の
業
務
を
多
く
歴
任
。

復
職
後
の
現
在
は
審
判
部
第
4
部
門

に
所
属
し
て
い
ま
す
。
基
本
的
な
業

務
は
、﹁
特
許
の
審
査
に
納
得
が
い

か
な
い
か
ら
見
直
し
て
ほ
し
い
﹂と

い
う
審
判
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
、

そ
の
審
査
が
適
切
だ
っ
た
か
を
審
判

す
る
仕
事
が
中
心
で
す
。

　

近
年
は
中
小
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

で
も
特
許
出
願
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
特
許
の
取
得
に
は
審
査
基
準
を

理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
５

０
０
ペ
ー
ジ
以
上
も
あ
る
の
が
難
点
。

そ
こ
で
一
般
の
人
が
ポ
イ
ン
ト
を
学

び
や
す
い
よ
う
に
漫
画
で
審
査
基
準

を
解
説
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
案

し
ま
し
た
。
社
会
的
関
心
の
高
い
Ａ

Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
関
連
し
た
技
術
を
題

材
と
し
て
取
り
上
げ
、
漫
画
な
ら
で

は
の
表
現
に
苦
戦
も
し
ま
し
た
が
、

公
表
ま
で
こ
ぎ
着
け
ま
し
た
。
こ
う

し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
と
ど
ま
ら
ず
、

今
後
も
知
財
を
分
か
り
や
す
く
発
信

し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

審査基準を自ら漫画化！
絵と短い文章で分かりやすく
子どもの頃から漫画が大好きだったこともあり、かねてよ
り審査基準を漫画にしたいと思っていました。特許は専門
性の高い分野なので、詳しく説明しようとすると、文字量
が多くなってしまいがち。コマを追いながら短い文章で、
テンポ良く読むことができるように工夫しています。

漫画審査基準 特許庁

詳しくは

VOL.1

技
術
面
と
法
律
面
の
両
方
を

学
べ
る
の
が
仕
事
の
醍だ

い

醐ご

味み

知財にまつわるさまざまな仕事に携わる
特許庁のプロフェッショナルにフォーカス。
今回は、特許審査基準を広く
伝えるために漫画化プロジェクトを
推進した審判官の匠が登場します。

遊技機の特許は
楽しめることを重視
現在はパチンコ・スロットマシンの
審判を担当。いかに面白く盛り上げ
るかという点に重きを置いた案件が
多いです。いろいろ独特な面があり
ますが、大学時代に専攻していたIT
系の知識を生かして頑張っています。

漫画と並ぶゲーム好き
体も動かして楽しむ
仕事が終わった後や休日は、ジムに
通ったり、子どもとゲームをして過
ごしています。漫画と並んで子ども
の頃からゲームも大好き。フィット
ネス系のソフトにはまっていて、体
を動かしながら夢中で楽しんでいます。

2021.SEPT. VOL.01 

This month's person

匠の
こだわ

り

クローズアップ！

特許庁
審判部第4部門（アミューズメント一般）
審判官

1980年生まれ。2004年4月入庁。08
年審査官に昇任。その後、調整課審査
基準室、総務課法規班などを経て、17
年より一橋大学大学院に准教授として
出向。19年10月～21年3月、審査基
準室（基準企画班長）、4月より現職。

千
せん

本
ぼん

潤
じゅん

介
すけ

This month's person

もっと

特許庁の 匠 たくみ

STAFF CLOSE-UP
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「特許庁の新しいミッション・ビジョン・バリューズって?」
2021年6月に策定された、特許庁のミッション・ビジョン・バリューズ。
どのような思いで今回の策定に至ったのか、知財に関して初心者のパパンが突撃します！

コミカルなタッチが特徴で、
マンガも描けるイラストレ
ーターとして広告・書籍・
blogなどで活躍中。自身を
クマのキャラ「パパン」に見
立てて、難しい物事をわか
りやすく伝えるのが得意。
Twitter：@kbst2

イラストレーター

柏
かしわ

原
ばら

昇
しょう

店
てん

さん
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ここでは、技術革新に限らず、新たなビジネスモ
デルや社会の仕組みの創出などを含む広義のイノ
ベーションを指す。特許庁では、一人ひとりが 
創造力を発揮したくなる社会を実現するにあたり、
イノベーションの促進が重要だと考えている。

イノベーションとは
デザイナーのもつアプローチを経営手法として取り入れる
こと。具体的には、数字やビジネス規模ではなく、ユーザー
目線で企業ブランドの構築や商品・サービスにイノベー 
ションをもたらすこと。近年注目されており、2018年に 
経済産業省・特許庁で「デザイン経営宣言」を公表した。

デザイン経営とは

13



TOPICS
注目のあの話題を徹底解説！ 

TOPICS
特許や意匠、商標など知財にまつわる注目の最新ニュースをご紹介！
今回は、東北大学特任准教授の稲穂健市先生が
株式会社ノーリツと西日本シティ銀行のトピックについてわかりやすく解説します。

東北大学特任准教授、弁理士、
米国公認会計士（デラウェア州
Certificate）。知財を楽しく分
かりやすく伝える知財啓発に取
り組む。著書は『楽しく学べる
「知財」入門』（講談社現代新書）、
『ロボジョ！杉本麻衣のパテン
ト・ウォーズ』（楽工社）など。

稲
いな

穂
ほ

健
けん

市
いち

先生 私が解
説
し
ま
す

TOPIC 01 ノーリツ「お風呂が沸きました」でおなじみの音声＆メロディーが
クラシック音楽を含む音声として音商標に

TOPIC 02 西日本シティ銀行のキャラクター「ワンク」の使用許諾料を
社会福祉団体などに寄付するSDGsプロジェクトをスタート

ーリツ製給湯器でお湯はり完了の際に流れ
る、「人形の夢と目覚め」のメロディーと 

「お風呂が沸きました」の音声が「商標登録 第
6369662号」としてクラシック音楽を含む音声で
商標登録。目が不自由な方のお風呂沸かしをサポ
ートするため、いつの時代にもなじむクラシック
音楽と音声案内が組み合わせられている。

ノ

　商標法で認められる商標は、長らく、
文字、図形といった「視覚で認識され
る商標」に限定されていましたが、
2014年の法改正で、新しいタイプの
商標の一つとして「聴覚で認識される
商標」である「音商標」が追加されまし
た。言葉（言語的要素）と音（音楽的要
素）の組み合わせからなるものが多く、
300件以上が登録されています。
　従来の商標と同様、商標登録される
ためには、他の商品・サービスと区別
できる「識別力」が必要です。この音商
標は、言葉（「お風呂が沸きました」）と
音（「人形の夢と目覚め」）がお湯はり 

完了時のお知らせに過ぎないとの理由
から、一度は特許庁の審査で「識別力」
がないと判断されました。しかしその
後、1997年以来日本全国で長年使用さ
れてきたことで「識別力」を獲得したと
認められ
て商標登
録された
のです。

「識別力」の獲得が商標登録の鍵に
稲穂先生解説

稲穂先生解説

COMMENTARY 01

日本シティ銀行のイメージキャラクター
「ワンク」の知的財産権の第三者使用を許

諾し、製造販売業者等が運営するWebサイト・
店舗でグッズ購入ができるスキームを構築。
SDGｓへの取組として、使用許諾料を子ども食
堂や社会福祉団体に寄付する「ワンクのSDGsプ
ロジェクト」を開始した。第一弾としてワンクの
段ボールオブジェを取り扱っている。

西

　銀行のキャラクターグッズといえば、
そのほとんどがキャンペーンなどで無
料で配布されるノベルティでした。銀
行法による制約も商品化を妨げていた
理由の一つですが、その点で、キャラ
クターグッズの製造販売を認め、その
使用許諾料を社会福祉団体等への寄付
に充てるという寄付型販売スキームは

画期的です。
　この事業は、グッズを製造販売する
業者の利益や、寄付を通じた社会貢献
につながるだけではなく、同行のイメ
ージアップとキャラクターの認知度向
上にもつながりますから、銀行の「新た
な役割」を示した好例といえます。今後
登場するワンクグッズが楽しみです。

画期的な寄付型販売スキームに注目

COMMENTARY 02

※西日本シティ銀行の営業店ではありません

WEBサイト・店舗※購入者

3ワンクグッズ
　を販売

4ワンクグッズを購入

6 寄付＝使用許諾料全額

社会福祉団体等

1ワンクの使用許諾申請

2ワンクの使用を許諾

5ワンクの使用許諾料

西日本シティ銀行 製造販売業者
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※本冊子は、グリーン購入法に基づく判断基準を満たす紙を使用しており、「Aランク」のみを用いているため、「紙へのリサイクル可」

特許庁からのお知らせ

　私たちの生活のさまざまな場面で生かされている知財。「もっと身近
に知財を感じていただきたい…」そんな思いから、特許庁は知財の面白
さや庁職員の仕事に触れることができる、オンライン庁内見学を実施
しています。来庁せずとも特許庁への訪問を体験していただける施設
紹介動画をはじめ、多様なコンテンツをご用意しています。

感染症の拡大による企業活動の停滞を起因として、法定期間（法令により
その長さが定められている期間）内における手続が困難な事例が発生した。
これに対し、特許庁は、「その責めに帰することができない理由（不責事由）」
及び「正当な理由」による救済手続について、新型コロナウイルス感染症拡
大の影響を受けた期間徒過である場合には、当面の間、証拠書類の提出を
必須としない等の柔軟な措置を実施した。また、2021年5月14日に国会で
可決された「特許法等の一部を改正する法律」において、特許権等が手続期
間の徒過により消滅した場合に当該特許権等を回復するための要件を緩和
する制度を導入し、ユーザーに対する柔軟な救済を可能とした。

 詳細は第2部7章8．第2部9章2に記載

オンライン庁内見学をＳＴＡＲＴ
特許庁の魅力を発見！1

◆特許庁主要施設の動画紹介
◆特許庁の審査官等からのレクチャー
◆WEBサイト「徹底解剖! これが特許庁だ! ～仮想特許庁～」の自由探索・質問受付
【見学対象者】学生および企業（特許事務所を含む）の新入社員など、5～50名
の団体（50名以上での見学を希望する場合はご相談ください）
【実施日】平日月曜・水曜（午前・午後各1回実施、開始時間10時～15時30分）
※年末～年始を除く

【所要時間】1時間30分程度　　　　　【留意事項】日本語でのご案内です

こんなコンテンツをご用意

主な掲載内容
（一部抜粋）

報告書では、新型コロナウイルス感染症が知財を取り巻く環境に及ぼす影響について、出願等統計の変化や、
特許法制度の改正など、随所で触れています。ここではその一部についてご紹介します。

見学者の声

手続などの救済措置について
政府において「デジタル・ガバメント推進方針」が立てられたところ、特許
庁においてもこの方針に基づき、申請手続の押印の見直し、手続のデジタ
ル化に向けた取組を進めている。特に、申請手続の押印の見直しについて
は、「規制改革実施計画（2020年7月17日　閣議決定）」に基づき、事業者
等に対して押印を求めていた手続約800種類について見直しを行い、偽造
による被害が大きいとされる手続を除き、764種類の手続について押印を
廃止することとした。また、2021年3月に「特許庁における手続のデジタ
ル化推進計画」を策定し、特許庁における申請手続について、2024年3月
までにシステムをリリースすることを目指す等の方針を公表した。

 詳細は第2部7章8．コラム16に記載

特許庁における手続合理化

〈特許行政年次報告書  2021年版／特許庁HP〉

詳細はこちらから

特許行政年次報告書2021年版が7月に発行
知的財産を巡る動向&特許庁の取組を知る2

　2021年7月、特許庁は、知的財産制度に関心を持ち理解を深めていただくために、
知的財産を巡る国内外の動向と特許庁における取組をまとめた報告書を発行しました。
冒頭では、コロナ禍がもたらした「ニューノーマル（次の当たり前）」をテーマに新たな
ニーズを捉えた企業を特集。また、特許庁の新たな施策も紹介しています。

知財への関心が深まりました
審査で実際に使用されているサーチ
システムを紹介していただける経験
はなかなかないので大変勉強になり
ました。知財を学ぶことがより面白
く感じられるようになりました。

大学生

新しい発見がたくさん！
映像で特許庁に入る手順を見せても
らい、実際に訪れたかのような気分
で説明を受けました。また、審査官
のお話を直接聞くことができ貴重な
経験になりました。大学生

〈特許庁見学のご案内／特許庁HP〉

詳細はこちらから

［お問い合わせ先］03-3501-6792
（特許庁広報室直通 平日9:00～17:30）
［E-Mailアドレス］PA0270@jpo.go.jp

※バックナンバーも
ご覧になれます

WEB版も
チェック！

発行：2021年9月14日　制作：特許庁広報室

Vol.49

「とっきょ」
アンケート

アンケートにご協力いただいた方には、
次号広報誌（vol.50）を送付いたします

特許庁の広報誌「とっきょ」に関する
アンケートにご協力ください

I N FORMAT ION
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「おもてなしガイド」は美術館や博物館などの音声ガイドとして利用すること
も可能。同一のアプリで多くの施設の音声ガイドや解説ガイドを利用できる
ため、ユーザーは施設ごとにアプリをダウンロードする手間も省ける

　

訪
日
外
国
人
の
増
加
や
障
害
者
差
別
解
消
法
の

施
行
に
よ
り
、
言
語
や
障
が
い
の
壁
を
超
え
た
社

会
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
街
中
や
施
設
で
流
れ

る
音
声
ア
ナ
ウ
ン
ス
な
ど
に
お
い
て
も
、
外
国
人

や
高
齢
者
、
聴
覚
障
が
い
者
へ
内
容
を
正
確
に
伝

え
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
会
話
で
使
わ
れ
る
よ
う
な
自
動
翻
訳
機

で
は
正
確
性
の
面
で
リ
ス
ク
が
あ
り
、
音
声
が
い

つ
ど
こ
で
流
れ
る
か
分
か
ら
な
い
の
で
誰
か
が
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
と
も
限
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
課
題

に
応
え
る
べ
く
企
画
・
開
発
さ
れ
た
の
が
、
ヤ
マ

ハ
株
式
会
社
の「
お
も
て
な
し
ガ
イ
ド
」で
す
。

　

使
用
さ
れ
て
い
る
情
報
提
供
方
法（
特
許
取
得

済
）は
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
連
動
し
た
情
報
を
端
末

に
表
示
し
た
り
、
音
声
が
流
れ
て
い
る
場
所
を
音

響
通
信
で
検
知
す
る
こ
と
で
そ
の
音
声
内
容
を
端

末
に
届
け
る
と
い
っ
た
も
の
。
検
知
に
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ

や
ビ
ー
コ
ン
な
ど
も
活
用
で
き
ま
す
。

　
「
お
も
て
な
し
ガ
イ
ド
」に
対
応
し
た
ア
ナ
ウ
ン

ス
を
放
送
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
多
言
語
放

送
を
簡
単
に
行
え
る
ア
プ
リ
も
提
供
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
音
響
通
信
技
術
を
さ
ま
ざ
ま
な
製
品

や
サ
ー
ビ
ス
に
簡
単
に
導
入
で
き
る
よ
う
、
Ｓ
Ｄ

Ｋ（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
キ
ッ
ト
）な
ど
が
用
意
さ

れ
て
い
る
の
も
特
徴
で
す
。

社
会
の
需
要
に
応
え
て
開
発

技
術
は
多
く
の
製
品
に
導
入
可

ヤマハ株式会社
所在地／静岡県浜松市
　　　　中区中沢町10-1
TEL／053-460-1111
URL／https://www.yamaha.com
設立年／1897年
業種／製造業（楽器・音響機器の
製造販売、電子部品事業など）　
従業員数／20,203人

P R O F I L E

音のユニバーサルデザイン化
支援システム 「おもてなしガイド」P R O D U C T

アプリを使うことにより、特定の場所で流れるアナウンスが、端末
画面上に指定言語の文字として表示される。駅や商業施設をはじめ
国際的なスポーツ大会やイベントなどで活用されている。

特許について   無線通信の専用の通信機器を必要とせずに、多様な情報
を利用者に提供する技術 ほか

C O M PANY ヤマハ株式会社

社会で日々生まれる問題やニーズの解決には、
実は多くの知財が貢献しています。このページ
では、そうした知財と、知財に支えられた製品・
サービスをご紹介。私たちの未来を切り開く 
グッドアイデアをセレクトしました。

なる
ほど！

街中の音声アナウンスを
好きな言語で文字化できる
音響通信等を利用した多言語情報提供方法（特許第5871088号 など）

今回の知財  VO L .1  


